
平成 27 年度 下 半期 指定管理者管理運営状況シート

●施設の概要

非公募

利用料金 料金徴収なし

●利用状況

●業務の履行確認

施設名 長森児童センター 所管課 子ども未来部子ども支援課

所在地

社会福祉法人　岐阜市社会福祉事業団

指定期間

指定管理者名

料金制 使用料

選定方法 公募

平成24年4月1日～平成29年3月31日まで

岐阜市野一色４丁目１１番４号

指定管理委託料（年額） 14,603,657円

施設の設置目的 児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、又は情操を豊かにすることを目的とする。

施設概要
◇構造：鉄筋コンクリート造平屋建　◇敷地面積：１，４１２．０６㎡　◇延床面積：４４０．２５㎡　◇施設
内容：遊戯室、幼児室、集会室兼図書学習室、おもちゃ図書館、事務室、駐車場

利用者数
（単位：人）

来館者数 14,228 16,150 12,874 15,561 13,948

H27　下半期 H27　上半期 H26 下半期 H26 上半期 H25 下半期

移動児童館利用者数 610 189 196

156 151

移動児童館実施回数（単位：回） 8 4 6 3
211 149

3

自主事業・
提案事業 － －

開館日数（単位：日） 151 156 151

区　分 確　認　事　項 履　行　状　況

利用者
サービス

①開館日・開館時間の遵守
②適切な人員配置
③広報の方策
④苦情への対応
⑤仕様書、事業計画書に基づく事業の実施

①、⑤計画通り実施。
②所長（常勤職員）、常勤職員２人。（所長含め児童
厚生員３人）。
③おたより「あそぼっけ」、「幼児版あそぼっけ」を発
行・配布し、児童館ホームページに掲載。ぶりあネット
への登録。
④苦情・クレームについては、マニュアルに従って対
応。アンケート結果は館内に掲示。

各室稼働
状況

施設管理

①施設設備の保守点検の実施（仕様書別記２参照）
②施設の衛生管理に対する配慮、快適に利用できる状態の保持
③省エネルギー並びに環境への負荷の軽減に努めること
④施設・設備・備品等の維持管理

①、④適切に実施。
②ボランティアの協力を得て、環境美化の行事を行っ
ている。
③使用していない部屋の消灯、エアコンの適正室温
の設定による節電を実施。
④おもちゃ病院のボランティアによる定期的なおも
ちゃの修理。

施設修繕

下記の観点からの修繕実施状況
①迅速な修繕の実施
②指定管理者のノウハウを生かした修繕・整備

②大規模な修繕については指定管理者（本部）及び
岐阜市に要望を提出。

危機管理・
法令遵守

①個人情報の保護
②非常時の対応策
③関係法令の遵守

①、②、③マニュアル等に沿って適切に実施。
②消防訓練を１回実施。



●利用者評価

●指定管理者の選定基準に基づく評価

指定
管理者

所管課
評価

委員会
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利用者アンケートの
実施状況

平成２８年３月１０日～３月１８日に幼児クラブ参加の保護者にアンケート（無記名）を実施。
回答者数８３人

利用者アンケートの
実施結果

○長森児童センターを知ったきっかけは
・近所だから２４人・知人の紹介２２人・回覧板１２人・おたより１０人・保健センター７人・ホームページ５人　他
○幼児クラブの満足度について
・満足６６人（８０％）、ほぼ満足１７人（２０％）
○職員のについて
・対応　　　　満足８２人、ほぼ満足１人
・言葉使い　満足８３人
・あいさつ　　満足８２人、ほぼ満足１人
○施設の満足度について
・満足４９人（５９％）、ほぼ満足３２人（３９％）、やや不満２人（２％）
○意見等
（幼児クラブ）・毎回色々な活動があり、同じ年齢の子と交流が持てて良かった。・子供の笑顔がたくさん見れて良
かった。・昔遊びのカルタがすごく良かった。他のお友達と会話するきっかけになり、楽しかった。

評　価　項　目 具体的な業務要求水準

利用者からの
要望・苦情と
対処・改善

○要望⇒回答
（幼児クラブ）
・人数が多いと集中力が無くなり、脱走につながるので、抽選をして２５組にした方が良かった気がする。
⇒皆様のご意見を聞いて、検討します。
・回数が多いとうれしい。⇒他の事業との関係上、今の回数が限度かと思われます。
・幼児クラブ中は、遊戯室のカギを閉めてほしい。おもちゃの誘惑に負けてしまいます。⇒防災の面で、施錠はで
きません。ご理解とご協力をお願いいたします。

評　　価

公平性
透明性

住民の平等利
用が確保され
ること

平等利用を確保するための体制、
モニタリングなど

・利用者アンケートの実施
・運営委員会の開催

情報公開、広報の方策
・利用者アンケート結果の公表（館内掲示など）
・広範で適切な広報活動の実施（ホームページなど）

区分評価

区 分 選定基準

利用促進、利用者増の方策 ・利用促進や利用者増に繋がる方策の実施

サービスの質を確保するための体
制、モニタリングなど

・事務分掌等に基づく事務分担の実施

効率性

事業計画書の
内容が、管理経
費の縮減が図ら
れるものである
こと

指定管理経費の妥当性（収支計画
の妥当性など）

・収支計画に沿った運営（予算書に沿った執行）

管理経費縮減の具体的方策
・管理経費縮減に繋がる方策の実施（リサイクルやリユー
ス、節水・節電など）

施設の効用（設置目的）を最大限発
揮できるスタッフの配置

・児童厚生員を2人以上、その他の職員（施設が児童セン
ターの場合は体育指導員）を1人以上配置（このうち最低
1人は常勤職員とすること）

効果性

事業計画書の
内容が、対象
施設の効用
（設置目的）を
最大限発揮す
るものである
こと

既存業務の改善、工夫又は新規事
業等の実施

・業務改善や工夫又は新規事業（行事）等の実施

利用者ニーズ、苦情などの把握方
法及び対応方策など

・利用者アンケートの実施
・苦情・クレームへの着実な対応

利用者に対するサービス向上の方
策（窓口応対、プロモーション、設備
の整備など）

・移動児童館の実施（仕様書別記３参照）
・利用者へのサービス向上に繋がる方策の実施

区分評価

区分評価

区分評価

安定性
安全性

事業計画書に
沿った管理を
安定して行う
物的能力、人
的能力を有し
ていること

組織及びスタッフ（採用予定者も含
む）の経歴、保有する資格、ノウハ
ウ、専門知識等

・児童厚生員を2人以上、その他の職員（施設が児童セン
ターの場合は体育指導員）を1人以上配置（このうち最低
1人は常勤職員とすること）

スタッフ（採用予定者も含む）の管
理、監督体制

・事務分掌等に基づく管理・監督体制並びに事務分担の
実施

スタッフ（採用予定者も含む）の人
材育成の方策

・職員の資質向上を図る研修の実施又は研修会への参
加

リスクへの対応方策（防止策、非常
時の対応マニュアルなど）

・危機管理（リスク）や非常時対応のマニュアルの整備
・リスク防止策の実践



指定
管理者

所管課
評価

委員会

Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ

Ａ

●指定管理者の取組みに対する自己評価(良否、課題と解決策など)

●所管課の意見

●指定管理者評価委員会の意見

区 分 選定基準 評　価　項　目 具体的な業務要求水準
評　　価

　毎月の「おたより」を担当校区全児童へ配布し、地元自治会の回覧板を２ヶ月ごとに利用するほか、保健センターへ配置を行
うなどの広報活動を行っている。
　子育て支援事業を積極的に行っており、登録制幼児教室（３８回）及び自由制幼児教室（１６回）の開催のほか、子育て不安
を抱える保護者への相談支援を下半期６回実施し、前年度同期より１１人増の２５人の相談者の受け入れを行った。
　また、地域の親子ふれあい教室の支援を継続して行ったほか、小学校のフェスティバルに児童センターとして工作のブースを
出展するなど、地元の振興に貢献する社会活動への参加も積極的に行っている。
　職員体制や経営状況については、問題なく運営が行われている。

　地元の回覧板に乗せてＰＲを行うことによる効果はアンケートの結果にも表れており、地域の潜在的な利用者の発掘を行う
ため継続してほしい。また、今後は地域のボランティアの発掘につながる様な情報を発信してみてはどうか。
　相談など子育て支援を行う施設が地域にあることは、母親にとって大変心強いことであり、子育て支援に関する事業を多数
開催したことは評価でき、今後も積極的に実施してもらいたい。
　移動児童館の回数も増えてきており、今後についても児童館の無い校区での移動児童館を積極的に行ってもらいたい。
　児童センターを利用する母親に対し定期的に利用者アンケートを行っているが、今後は児童にもアンケート等により意見を聞
くなど要望を分析し、満足度向上、利用促進に努めていただきたい。
　管理運営は適正に行われており、良好と認められる。

今期の取組み
に対する評価

○子育て支援事業を積極的に実施した。その結果、幼児の利用者が前年度同時期と比較し1000人
増加した。年間の利用者も昨年度より約2000人増加）
○乳幼児とその保護者を対象とした自由参加のクラブの参加者が前年度と比較し、同じ回数で４０組
増加した。
○子育て相談事業の相談者が前年度同時期より１１人増加した。（１４人→２５人）
○サービスエリア５校区に２ヶ月ごとに回覧板を実施し、広報活動に努めた。(3回で3000部）
○絵本の充実に力を入れており、絵本の買出しが約３９０冊あった。

前回までの意見を
踏まえた取組み状況

○前年度よりご指摘を受けていた「移動児童館」について、運営委員会や各種会議に参加をした際に
ＰＲをした所、児童館のない校区も含めて下半期で８回実施できた。

今後の取組み

○回覧板の活用について
・数年前からサービスエリア５校区の自治会のご協力を頂き、回覧板による広報活動を実施してい
る。アンケート調査を実施した所、「回覧板で児童センターを知った」という方が、８３人中１２人いた。
回覧板での広報を継続した効果があったと思われるので、今後も継続していきたい。
○移動児童館について
・今年度、過去に依頼のなかった団体の方から要請があり、徐々にではあるが回数が増加してきたの
で、今後も引き続きＰＲを継続していく。

貢献性

事業計画書の
内容が、岐阜市
あるいは施設が
ある特定の地域
（以下「地元」と
いう。）の振興、
活性化などに貢
献できるもので
あること

地元の法人その他の団体の育成
（一部業務の再委託先）、地元住民
の活用（雇用又はボランティア等）

・地元の諸団体との連携、交流
・地元の法人その他団体の育成又は地元住民・高齢者・
障がい者等の活用

地元での社会活動等への参加
・地元の振興、活性化などに貢献できる社会活動等への
参加（地元行事への参加）又は地元の団体・住民との協
働事業等の実施

区分評価


